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論文の内容の要旨
本論文は大画面環境におけるポインティングハンドジ、エスチャによるインタラクション手法に関する研究
である。大画面環境において離れた場所から操作を行う際には、ハンドジェスチャを利用することが有効で
ある。ハンドジェスチャを用いれば、マウスなどのデバイスを利用するための台が不要となり、公共の場や
リピングなど、より多くの場面での利用が期待できる。
本研究では、ハンドジェスチャの中でも、特に、手の動きに応じてポインタを移動させるポインテイング
ハンドジ、エスチャに注目した。ポインティングハンドジ、エスチャでは、ポインタの移動ジ、エスチャのみで操
作を行うため、操作はシンプルで利用が簡単であるが、一般的なアプリケーションのGUI操作を行うため
には、マウスボタンに相当するものが無いなどの需題がある。
そのため、本研究では、このポインテイングハンドジ、エスチャを基本とした新しいインタラクション手法
を設計・実装した。本研究では、まず、ダブルクロッシングというポインティングハンドジ‘ェスチャのため
のオフ守ジ、エクト選択手法を設計・実装した。また、従来から利用されているウェイティング手法などとの比
較実験を行い、それらの特徴を明らかにした。
さらに、本研究では大画面ポインティングハンドジェスチャ向けメニューインタフェースの設計・実装を
行った。既存アプリケーションのGUIにおけるメニュー等はマウスでの利用を前提としている。大画面環
境でポインテイングハンドジ、エスチャを利用した操作をするためには、メニュー項自が小さく詰まって配聾
されている、画面端に配置されたメニューを操作するのに時間がかかるなどの問題がある O 本研究では、そ
れらの問題を解決するため、メニューインタフエ}スC.Paletteを設計・実装した。C.Paletteでは、ダブルク
ロッシングで選択できるメニュー項目ボタンが適切な大きさでポインタの周囲に常に表示されるため、大画
面環境であってもメニューの選択をダブルクロッシングで素早く行うことができる。
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審査の結果の要旨
本論文では大蕗面環境における新しいインタラクション手法に関して論じている。ハンドジェスチャでポ
インタを操作して GUIを操作するという設定におけるインタラクションをよく検討している。選択操作と
して提案されたダブルクロッシングと従来手法との比較も興味深い。また、ダブルクロッシングを基本とし
たメニューインタフェースであるC.Paletteを利用することにより、既存の GUIアプリケーションをそのま
ま大酒面ポインテイング環境で活用できるように設計した点も、その有用性が評儲できる。
平成 25年2月6B、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者に論
文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員によって、合
格と判定された。
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。
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